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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績動向を踏まえ、平成26年５月20日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお
知らせいたします。

記

● 業績予想の修正について

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,100 90 210 140 21.94
今回修正予想(B) 2,958 △54 166 147 23.08
増減額(B-A) △142 △144 △44 7
増減率(%) △4.6 ― △21.0 5.0
（ご参考）前期第2四半期実績
（平成26年3月期第2四半期） 2,931 37 121 36 5.75

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,350 230 480 350 54.84
今回修正予想(B) 6,150 50 420 340 53.27
増減額(B-A) △200 △180 △60 △10
増減率(%) △3.1 △78.3 △12.5 △2.9
（ご参考）前期実績
（平成26年3月期）

6,035 107 407 228 35.69

売上高 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,630 140 110 17.23
今回修正予想(B) 2,437 84 97 15.29
増減額(B-A) △193 △56 △13
増減率(%) △7.3 △40.0 △11.8
（ご参考）前期第2四半期実績
（平成26年3月期第2四半期）

2,527 262 197 30.69

売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,400 310 240 37.60
今回修正予想(B) 5,150 210 200 31.34
増減額(B-A) △250 △100 △40
増減率(%) △4.6 △32.3 △16.7
（ご参考）前期実績
（平成26年3月期）

5,203 498 364 56.96



修正の理由
当第２四半期累計期間におきましては、販売体制を刷新し、国内外のマーケットへ向け営業活動を強化してまいりました

が、中国をはじめとする新興国経済の低迷や、消費増税後の景気回復ペースが足踏みする中、国内設備投資の伸び悩み
の影響などもあり、売上高は個別、連結ともに前回予想を下回る見込みとなりました。また、当社が加入する「全日本バル
ブ厚生年金基金」が平成２６年９月２６日に開催した代議員会において、特例解散の方針を決議したことに伴い、支給停止
となる脱退一時金を補てんするため退職給付費用が190百万円増加したことなどにより、営業利益、経常利益につきまして
も個別、連結ともに前回予想を下回る見込みとなりました。

平成27年３月期の通期業績予想につきましては、マーケットの動向に精通したより高度な営業活動を展開するとともに、
海外調達の強化や生産性の改善を実施し、経営の効率化と業績の向上に努めてまいりますものの、国内需要の回復が想
定を下回って推移していること、外需の先行きに不透明性が高いことなどから当第２四半期累計期間の業績も踏まえ、個
別、連結とも従来の予想を引き下げております。

※上記に記載した業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は
今後の様々な要因によって上記予想数値と異なる場合があります。

以 上


